
性

起

に

就

て

(
哺
)

性

起

に

就

て
へ

淺

井

.

潔

奮
課
華
嚴
経
第
三
十
二
品
の
寳

王
如
來
性
起
品
と
言

ふ

一
品
が
あ
る
。
性
起
と
言

ふ
の
は
も
と
此
虜
か
ら
出
た
の

で
、
今
探
玄
記
等

に
よ

つ
て
本
経

の
読
相
を
分

つ
て
、
第

一
斬
信
因
果
、
第

二
修
生
因
果
、
第
三
修
顯
因
果
、
第
四

成
行
因
果
、
第
五
入
謹
因
果
、

の
五
周
の
因
果
と
す

る
と
、
此
の
性
起
品
と
其
前

の
普
賢
菩
薩
行
品
の
土
ロ
悶
は
第
三

の
修
顯
の
因
果
を
明
す
事

に
な

る
。
そ
し
て
探
玄
記
に
は
こ

》
に

上
來
明

修̀
生
因
果
一寛
、
自
下
二
品
明
昌修
顯
因
果
一、
亦
是
上
咀
昌差
別
因
果
"、
下
顯
昌準
等
因
果
"、
若
就
昌五
周
因
果

中
一、
此
是
第
三
明
昌自
謄
因
果
一。

と
あ
る
。
修
生
の
因
果
と
鳳
因
人
が
登

心
已
後
次
第
に
修
行
し
て
十
信

・
十
住

ピ
十
行

3
十
廻
向

・
十
地
を
経

て
佛

果
に
至
る
過
程
で
あ

る
か
ら
修
生
と
言

つ
た
の
で
、
之
は
本
輕
如
來
名
號
品
第
三
か
ら
十
住
品

・
十
行
品

.
十
廻
向

品

・
十
地
品
等

の
二
十
八
品
に
渉

つ
て
廣
く
説
か
れ
て
あ

る
。

そ
の
修
生
の
因
果

に
封

し
て
修
顯
の
因
果
と
は
、
我

々
に
は
元
來
十
信

・
十
住
等

の
衆
徳
は
本
性
と
し
て
具

に
備
は

つ
て
居

る
の
で
あ
る
が
、
唯
妄
想
に
覆
は
れ
て
居
て

瀬
現
す
る
事
が
出
來
な
炉
、
若

し
機
心
修
行
曳
れ
嬢
、
從
て
段
々
と
此
本
牲
が
現
煎
て
來
る
と
言
ふ
意
殊
で
あ

ゐ
。
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叉
差
別
の
因
果
ど
は
十
信
を

因
と
す
れ
ば
十
住
は
そ
の
果

で
あ
り
、
十
住
を
因
と
考

へ
れ
ば
十
行
ぱ
そ
の
果
と
な
る

と
言

ふ
様

に
、
因
と
果
と
は
各
に
別
々
で
漸
次
に
段

々
に
成
じ
て
行
く
と
言
ふ
の
で
、
之
に
封
し

て
李
等

の
因
果
と

は
因
、
果

に
異
な
ら
す
、
果
、
困
に
異
な
ら
す
、
因
外

に
果
無
く
、
果
外

に
因
が
存
す
る
の
で
も
な
い
と
言

ふ
意
味

で
李
等
と
言

つ
た
の
で
、
其

0
李
等
の
因
果

の
中
、
果
を
撹

つ
で
掴
と
し
た
の
が
普
賢
菩
薩
行
品
、
因
を
掩

つ
て
果

と
し
た
の
が
此
の
性
起
品
で
あ
る
。
此
の
庭
を
華
嚴
経
疏

に
は

前
品
明
昌稻
果
之
因
"、
此
品
辮
昌如
因
之
果
「、
髄
錐
晶李
等
鱒、
不
レ壊
噌軸二
相
㎞、
先
因
後
果
、
義
次
第
故

と
言

つ
て
居

る
。
か
く
て
性
起
品
幡
前
品
の
普
賢
菩
薩
行
品
と
共
に
李
等

の
因
果
を
読
く
の
で
あ

る
。

次

に
性
起
の
語
は
、
元
來
此
の
品
の
名

は
輩
に
起
と
言
ふ
義
で
あ
る
と
言
ふ
事
で
あ
る
。
華
鰻
纏
疏
に

と
磯

臨

響

鶴

野

設
明
し
て
難

鶴
と
あ
る
所
か
ら
見
れ
捲

本
経

起
と
言
は
す
に

軍

窯
起
と
の
み
で
あ

つ
た
様

で
あ

る
。
そ
し

て
探
玄
記
は
此

の
性
起
の
語
を
繹
し
て

不
改
名
レ性
、
顯
レ用
稽
〆起
、
帥
如
來
之
性
起
、

又
眞
理
名
γ如
名
レ性
、
顯
用
名
レ起
名
レ來
、
即
如
來
爲
昌性
起
一、
此
等

從
昌人
及
法
硝

越
鴇品
月

帥
前
義
は
如
來
の
性
起

で
あ
り
、
後
義

に
よ
れ
ば
如
來
帥
性
起
で
あ
る
。

し
か

る
に
同
じ
華
嚴
経

で
も
新
鐸
で
は
此
の
性
起
品
に
相
當
す
る
品
は
如
來
出
現
晶
と
な

つ
て
居

る
。
け
れ
ど
も

性

起

に
就

て

(
二
)
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性

起

に
就

て

(
三
)

前
述

の
如
く
性
起
と
言

ふ
品
名
は
元
來
輩

に
起
と
言

ふ
の
で
あ

つ
た
事
を
想

へ
ば
、
起
と
出
現
な
ら
ば
同
じ
と
考

へ

ら
れ

ぬ
事
も
な

い
。

此
の
出
現
を
且
く
三
身

に
就

て
見
る
な
ら
ば

諸
法
如
義
如
理
常
現
、

名
爲
昌出
現
一
(
法
身

)

本
性
功
徳

一
時
顯
現
、

名
爲
昌出
現
一
(
報
身
)

、

.
、

鷹
機
大
用

一
時
出
現
、

名
爲
昌出
現
一
(
化
身
)

然

し
て
三
佛
圓
融

に
し
て
鷹
現
帥
眞
成

で
あ

る
。
更
に
此
鮎

に
就

て
華
嚴
経
疏
に
は

以
昌慮
錐
レ從
レ縁
不
ワ違
レ性
故
、
無
レ不
下從
昌此
法
界
一流
轟故
、

以
レ津
奪
レ染
性
・即
起
故
、
若
離
昌於
縁
騨性
匝
レ読
故
、
下
加

昌性
起
菩
薩

表
所

読
散

、
妄
錐
レ帥
レ眞
不
レ順
レ性
故
、
今
以
昌起
義
多
含
一直
云
昌出
現
一、
從
レ性
從
レ因
從
シ眞
從
レ感
、
皆

出
現
故

、

魅

帥
ち
性
起
と
言

へ
ば
性

に
局
る
が
、
出
現
と
言

へ
ば
寧
ろ
起
に
即

す
る
、
起
は
縁
起

・
性
起

の
軌
れ
を
も
含
む
故

に

起
義
多
含

で
あ
り
、
叉
從
レ
性
と
は
性
起
で
即
法
身
、
從
レ
因
と
は
縁
起
で
即
報
身
、
從
眞
從
戚
は
共
に
化
身

で
あ

る

が
前
者
は
法
身
報
身
か
ら
化
を
起
す
と
言
ふ
方
か
ら
言

つ
た
の
で
從

て
性

・
縁

二
起
に
通
す
る
が
、
後
者
は
衆
生

に

、

約
し
て
言

つ
た
の
で
之
は
縁
起
の
み
で
あ
る
◎
か
く
起
と
言

ふ
語
は
意
味
が
廣

い
の
で
之
を
特
に
性
起
と
課

さ
す

に

出
現
品
と
し
た
の
で
あ

る
。

か
う
言

ふ
次
第

で
新
課
で
は
品
名
が
出
現
品
と
な

つ
て
居

る
關
係
上
、
性
起
と
言

ふ
言
葉

の
解
繹
は
少
し
後

の
方
、
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郎
ち
性
起
妙
徳
菩
薩
の
名
を
糧
す

る
際

に
出
て
來
る
。
彼
庭

の
疏
に

性
有
昌二
義
幅、

一
種
性
義
、
因
所
起
故
、
二
法
性
義
、
若
眞
若
鷹
皆
此
生
故

と
あ
る
。
帥
ち

一
は
因
人
た
ろ
菩
薩
の
行

に
就

て
言

つ
た

の
で
二
は
理
性

に
就

て
ゴ
あ

る
。

終
に
順
序
が
逆

に
な

る
が
捜
玄
記

に
は

性
者
髄
、
起
者
現
昌在
心
地
一耳

・

と
あ
る
。
心
地
云
々
と
は
菩
提
心
中

に
在
り
と
の
意

で
あ
る
。

ズ

以
上
は
本
経
の
性
起
品
と
言
ふ
品
名

に
關
し
て
の
性
起

の
語

の
解
繹

で
あ

る
が
、
此
等

の
外

に
本
輕
を
離

れ
て
の

説
明
も
慮

々
に
見
ら
れ
る
。
先

づ
至
相
大
師
は
そ

の
孔
目
章

に
於
て

、

性
起
者
明
二

乗
法
界
一、
縁
起
之
際
、
本
末
究
覧
、
離
於

修
造
一、
何
以
故
、

以
昌離
相
一故
、
…
…
…

由

楚

縁
起

性
"故
読
爲
レ起
、
起
帥

不
起
、
不
起
者
是
性
起
、
廣
如
噂経

文
'、
此
義
是

一
乗

叉
賢
首
大
師

は
そ
の
華
嚴
問
答

に
於
て
之
と
同
様

の
旨
を
述

べ
て

其
性
起
者
、
帥
共
法
性
、

一
切
性
法
即
其
無
起
以
爲
レ性
故
、
即
其

法
性
皆
以
昌不
起
一爲
レ起

と
言
ひ
更
に
妄
鑑
還
源
観
に
は

,

三
者
性
起
繁
興
法
爾
止
、
謂
依
γ膿
起
レ用
名
爲
昌性
起
一、
起
慮
昌萬
差
一故
、

日
昌繁
興
唱、
古
今
常
然
名
爲
昌法
璽

宗
密
灘
師
は
此
の
句
に
就

て
、
そ
の
普
賢

行
願

品
疏
鋤

に
於
て

性

起

に
就

て

(四
〉

、

お



性

起

に
就

て

、
(
五
)

既

云
昌古
今
常
然
一、
帥
知
不
レ待
昌別
外
縁
牽
7之
、
本
末

法
爾
常
起
也
、
縦
諸
縁
互
相
資
螢
、

就
出此
門
中
一、
縁
起
亦

成
二性
起
一

,

か
う
言

ふ
様
な
課

で
性
起
と
は

一
口
に
大
ざ

つ
ば

に
言

へ
ば
法
爾
…と
か
法
性
と
か
言

ふ
事
と
見

て
よ

い

で

あ

ら
う

・

が
、
嚴
密
に
ば
勿
論
上
述

の
如
き
諸
鋤
の
言
を
考

へ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

次
に
性
起
と
云
ふ
事
が
明
か
に
な
る
の
は
そ
の
縁
起

に
封
す
る
關
係
に
於
て
ゴ
あ
る
。
元
よ
り
華
嚴
だ
け
の
立
場

で
は
性
起
と
縁
起

と
を
封
立
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
或
は
二
膿
無
し
と
言
ひ
或
は
前

の
行
願
品
疏
鋤

の
如
く
縁
起
亦

成
昌
性
起
一
と
言

つ
て
畢
覧
同

一
な
る
事
を
明
し
て
居
る
が
、
他
の
法
相

・
三
論
或
は
起
信
論
等
所
謂

三
乗

の
縁
起
か

ら
す
れ
ば
、
性
起
と
は
縁
起
に
封
す
る
考
方

で
あ

る
。
從

て
性
起
と
か
叉
前

の
法
爾
法
性
と
か
言
ふ
言
葉
も
普
通
に

は
理
と
言

ふ
響
が
非
常
に
張
い
の
で
あ

る
。

ヂ

先

づ
賢

首

大
師

は
そ

の
華
嚴

経

問
答

に
於

て

問
、

三
乗

縁
起

一
乗

縁
起

有
昌何
別

一耶

w

答

、

三
乗

縁
起

者

、
縁
集

有

、
縁
散

即

無
、

一
乗

縁
起

帥

不
レ爾
、

縁
合

不
レ有

、
縁

散

不
レ無

(
孔
目
章

に
殆
ど

同

文

あ
り

)

葺

問
、

ご
乗
縁

起
法
、

若
緑

集

不
レ有
、

縁
散

不
レ無

者
、
何

用
レ爲
"縁

合

及
散

口乎

答

、

錐
=法

無
昌増
滅

葡

随
昌順

慮

一以

説

、

救
非
昌無

盆
室

言

一、

不
γ知
昌線
合

"之
人

中
、

即

言
爲

温縁

集
有

一、

不
γ知
唱線
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散

一之

人
中

、
帥
言

爲
昌縁
散

一、
散

門
以

生
レ解

人
中
、

帥
言

レ散

、
而
非

昌方
散

一以
昌昔
無
"非

散

時

閏故

、
於
昌合

門

一以
生

レ解

人
中

、
帥

言
レ合

、
而

非
一芳

合

一、

以
一㎜昔
無
7非
慧合
隠

"故

問
、

若
爾

法

昔
定
爲
レ無
昌合
散

一耶

答

、

不
レ爾
、

若
定

無
昌合
散

一者
、

何
亦

言
蛍方

翁

㌦合
散

一乎

問
、

若
爾

法
亦

可
昌縁

合
有

縁
散

無

一耶

答

、
亦

得

昌随
レ縁

有
無

"、
錐
レ言

昌有

無

"而
既

き
P
一随

縁

輔、

故
帥

可
レ知
、
非

昌有

定

有
一、
非
昌無

定
無

一

こ

、
に

一
寸
鯛

れ
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
事

は
此

の
交

の
初

に
出

て
來
る

一
乗

の
縁

起
と

言

ふ
言

葉

で
、

之

は
以

下

の

様

に

三
乗

の
縁
起

に
封

す

る
關

係
を

圭
と

す

る
考
方

に

於

て
は
、

一
鷹

は
性

起
と

同

じ
も

の
と
見

て
差

支

な

い
と
言

ふ
事

で
あ

る
。

此
鮎

は
後

に
更

に
考

へ
る
事

と

し

て
、
上

の
問

答

か
ら

先

づ
三
乗

の
縁

起

は

一
乗

に
入

る
方
便

で
あ

る

と
言

ふ
事

が
分

る
。
即

ち

不
レ知
出縁
合

一之

人
中

云
云

の
箇

慮

で
、

此

の
事

は
亦

別

の
露

に

問
、
性

起

及
縁

起
、

此

二
言
有

昌何
別

一耶

答

、
性

起
者
帥

本

具
性

不
昌從
レ縁

有

一、

言
昌縁
起

"者
、

此
中

入
レ之
近

方
便
、
謂

法
從
レ縁
而

起
、

縁
起
無

昌自
性

故

起

本

具
性

帥

ち

法

の
縁

起
無

自
性

を

知
ら

す
孤

立

濁
存

的

に
考

へ
る
考

方

に
封

し

て

そ

の
執

を
破

す

る
爲

に
先

づ
因
縁

所
生

法
、
我

読
帥

是
塞

等

と
説

く

の

で
あ

る
。

元

よ

り
諸

法

は

日
常

考

へ
ら

れ

る
様

に
箇

々

別

々
の
法

が
先

に
存
在

し

て

牲

起

に
就

て

(
六
)
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性

起

に
就

で
.

φ

(
七
)

一
切
の
關
係
は
共

の
問

に
於

て
成
立

つ
、
父
と
母
と
子
が
あ

つ
て
其
問
に
家
庭
が
成
立

つ
、
或
は
圭
観
と
客
観
と
が

あ

つ
て
然
る
後

に
認
識

が
成
立
す
る
と
言

つ
た
様
な
原
子
論
的

の
も
の
で
は
な
い
。

(
と
言

つ
て
此
の
逆
で
も
な

い

事
も
勿
論

で
あ

る
)
か
～
る
考
方
は
我

々
が
抽
象
し
、
固
定
化
す

る
と
言

ふ
様
な
法
執

の
産
物
で
あ

つ
て

(
こ
の
法

執
自
身

は
所
謂
日
常
生
活
に
と

つ
て
は
必
要
で
あ

る
か
も
知
れ
な
い
が
)
之
を
破
す
惹
爲
に
縁
起
と
言

ふ
事
を
読

く

の
で
あ

る
か
ら
、
此
の
縁
そ
の
も
の
に
つ
か
ま

つ
て
了

つ
て
は
何

に
も
な
ら
な

い
鐸
で
あ

る
。
そ
れ
で
有
無
と
か
集

散
と
か
言

つ
て
も
そ
の
有
は
定
有
に
非
す
、
無
も
亦
定
無

で
は
な

い
の
で
、
同
本
の
他

の
箇
庭
に
も
あ

る
如
く
、
有

は
無

の
有
、
無
は
有
の
無
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
れ
は
何
も
有
の
概
念
は
論
理
上
無
の
概
念
を
件

ふ
と
言

ふ
の
で

は
な
い
。
成
程
論

理
的
に
言

つ
て
母
は
子
な
く
し
て
考

へ
ら
れ
す
、
子
は
母
な
く
し

て
は
考

へ
ら
れ
な

い
。
し
か
し

そ
れ

の
み
な

ら
ば
、
・
子
の
な

い
母
は
軍
に
名
前
が
母
で
な

い
だ
け

で
其
他

の
鮎

で
は
實
質
的

に
は
同

一
で
あ
ら
う
か

と
言
ふ
と
h
此
の
雨
者
の
問
に
は
名
前
の
相
違
以
外

に
例

へ
ば
乳
が
出

る
と
出
な
い
と
言

ふ
様
な
實
質
的
の
相
違
が

、

あ

る
。

こ
れ
は
著
し
い
例
を
取

つ
た
ま

で
ゴ
共
他
か

～
る
實
質
的

の
相
違
は
無
藪

に
基
げ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
か
く

て
母
の
子
、
子

の
母
と
言

ふ
事
は
輩
に
論
理
的
に
不
離
と
言

ふ
だ
け
で
は
な
や
實
際

に
母
は
子
を
生
じ
子
は
母
を
生

す

る
。
有

の
無

.
無
の
有
も
こ
れ
と
同
様
な

の
で
、
從
て
法
の
有
無
、
縁
の
集
散
も
亦

そ
れ
を
定
有

・
定
無

・
定
集

・
定
散
と
言

つ
た
様
な
固
定
的

の
考
方
さ

へ
し
な
け
れ
ば
、
初

に
引
用
し
た
華
嚴
問
答

の
最
後

の
問
答

に
も
あ

る
如

も

く
、
法
は
亦
縁

に
随
つ
て
有
無
な
る
を
得
る
の
で
あ
る
。
そ
℃
て

一
乗

の
縁
起
は
縁
合
し

て
不
レ有
、
縁
散

じ
て
不
レ無
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と
言

つ
た
か
ら
と

て
直

に
縁

の
合
散
が
不
要
に
な

る
課
で
は
な
い
。
有
無
合
散

に
就
て
固
定
的

に
考

へ
る
限

り
、
縁

合

し
て
不
レ
有
等
と
言
は
れ
る
と
、
そ
れ
な
ら
ば
縁
の
合
散

は
全
然

不
要
な

の
か
と
言

ふ
様
な
事

に

な
る
が
、

之
は

有
は
無

に
非
す
合
は
散
に
非
す
等
と
す
る
以
上
は
寧
ろ
當
然
の
蹄
結

で
そ
の

一
乗

に
封
す

る
關
係
は
宛
も
所
謂
迷
情

の
四
句
は
四
句
皆
非
、
悟
道

の
四
句
は
四
句
皆
是
と
言
は
れ
る
如
く
集
合
で
巻
離
散

で
も
此
黙

で
は
全
く
同
様

で
あ

る
。
そ
れ
か
ら
叉
縁

の
合
散
と
言

ふ
事
が
問
題

に
な

つ
た
の
で
あ

る
が
此

の
縁
そ
れ
自
身
が
矢
張
り
亦
塞
で
あ

る
事

'

を
思
は
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
縁
起
と
は

法

の
無
性
を
言

ふ
爲

に

一
鷹
縁

に
蹄
し
た
ま
で
冠
あ

つ
て
、
そ
の
縁
そ
の
も

の
も
勿
論
等
し
く
無
自
性
な
事
は
明

で
あ

る
。
探
玄
記

に
も

起
錐
レ掩
レ縁
、
縁
必
無
性
、
無
性
之
理
顯
於

線
腱
一、
是
故
就
レ顯
但
名
昌性
起
一、
如
下從
蕪

住
本
一立
二

切
法
一筈

と
言

つ
て
維
摩
経
が
引
用
し

て
あ

る
。

今
眞
如
縁
起
の
代
表
的
な
も
の
と
し

て
起
信
論
を
見

る
事
乏
す
る
。

こ
～
に
前
以

て
考

へ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
事
は
、
起
信
論
で
も
其
他

の
経
論

で
も
、
是
は
頼
耶
縁
起
、
是
は
眞
如
縁
起
等
と
言

ふ
の
は
大
途
に
於
て
圭
と

し
て
さ
う
で
あ
る
と
言

ふ
に
過
な

い
。

五
敏
の
敏
到
に
よ

つ
て
見
て
も
起
信
論

の
中
、
心
眞
如
門
は
頓
敏
、
心
生
滅

門
は
大
膿
終
敏
の
立
場
で
あ
る
が
、
其
中

に
も
離
言
眞
如
は
塞
始
敏
、
三
細
を
説
く
慮
は
相
始
敢
、
六
麓
は
小
乗
教

の
立
場
と
も
考

へ
ら
れ
得
る
の
で
、
徹
頭
徹
尾
眞
如
縁
起
論

に
終
始
し
て
居

る
繹
で
は
な

い
。
今
起
信
論
を
見

る
の

も
勿
論
大
膿

に
於
て
眞
如
縁
起
の
説

で
あ
る
と
言
ふ
意
殊
で
あ

る
。
所

で
眞
如
緑
起
は

一
味
軍
等
無
差
別

の
眞
如
が

性

起

に
就

て

ハ八
)
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性

起

に
就

て

・

・

完

)

無
明

の
縁

に
よ
り
随
縁
し

て

一
切
差
別
の
萬
法
を
生
す
る
と
言

ふ
が
験
之
を
三
乗
的

に
解
す
る
限
り
ど
う
も

コ
ン
ぜ

ク

エ
ン
ト
に
行
か
な

い
。
帥
理
論
的
に
は
、
李
等
無
差
別
の
眞
如
か
ら
ど
う
し

て
差
別
の
萬
法
が
出

る
か
、
無
明

の

縁

に
よ
る
と
言

ふ
が
そ

の
無
明
は
眞
如

の
内

の
も

の
か
外

の
も
の
か
、
如
來
藏

の
藏
と
は
ど
う
言

ふ
事
か
、
等
の
疑

問
が
生
す
る
。

こ
れ
を
實
践
的
に
見
れ
ば
、
何
故
佛
性
を
具
し
て
居
る
筈

の
吾
々
は
迷

ふ
の
か
、
無
明
は
何
庭
か
ら

來
る
の
か
、
悟

つ
た
後

で
復
迷

ふ
事
は
な

い
か
等
、
所
謂
起
信
論
の
三
難
と
繕

せ
ら
れ
る
眞
前
妄
後
、
眞
妄

別
膿
、

悟
後
劫
迷
の
難
が
生
す

る
の
は
叉
巳
む
を
得
な

い
事
で
脳
古
來
種

々
の
解
答
が

こ
れ
等
諸
難

に
封
し
て
與

へ
ら
れ
て

は
居

る
が
、
若
し
眞
如
縁
起

の
立
場
だ
け
に
終
始
す
る
限
り
は
到
底
満
足
な
解
決
は
あ
る
ま
い
と
思
ば

れ
る
。
叉
有

名
な
唐
の
復
禮
法
師
の
眞
妄
頗
も
さ
う
で
あ
る
。

㍉

眞

法
性
本
浮
、
妄
念
何
由
起
、
從
レ翼
有
昌妄
生
一、
此
妄
安
可
レ止
、
無
レ初
郎
無
レ末
、
有
レ終
鷹
レ有
レ始
、
無
レ始
而
有
ゾ

終
、
長
懐
憎
昌叢
理
一、
願
爲
開
昌玄
妙
一、
析
レ之
出
昌生
死
一

之

に
封
し
て
も
當
時
多
く
の
學
者
が
競

つ
て
解
答
を
機
表
㌔
た
と
あ
る
が
、
三
乗
の
立
揚
帥
縁
起
の
法
の
外
に
衆
縁

が
あ
り
、
眞
如
の
外
に
無
明
が
あ

る
と
考

へ
た
の
で
は
こ
の
解
決
は
困
難
な

の
で
は
な

い
か
と
思
は
れ
る
。
起
信
論

噛で
は
何
も
翼
如
の
外
に
無
明
が
あ
る
と
明
言
し
て
居
ち
鐸

で
は
な

い
に
し
て
も
、
兎
も
角
以
上
の
檬
な
難
問
が
起
る

所
か
ら
見
れ
ば
矢
張
さ
う
解
繹
さ
れ
得
る
節
が
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
そ
し
て
此

の
黙
を
華
嚴
家

で

一
相
孤
門

の
縁
起
と
言
ひ
、
眞
言
家

で
は
無
明
縁
起
と
指
摘
し
て
そ
の
十
住

心
の
敷
到
に
於
て
僅
に
第
七
住
心
に
列
す
る
所
以
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で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
o

、

一
乗

の
縁
起
帥
法
界
縁
起
に
於
て
は
此
黙
更
に
進
ん
で
縁
自
謄
も
亦
等
し
く
無
自
性
で
あ
り
、
無
性

の
理
縁
慮
に

顯
す
と
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
從

て
法
界

の
外

に
別
に
因
縁
を
立
て
す
全
法
界
之
縁
即
同

一
縁
起
と
な
る
の
で
此
旨

を
演
義
鋤

に
,

謂
大
法
界
中
縁
起
者
、
棟
畠於
内
外
染
浮

一
事
縁
起
一也
、
如
雫外
水

土
人
功
時
節
爲
レ縁
帥
有
昌芽
等
起
一、
内
無
明
行
等
、

爲
レ縁
有
窄識
等
起
亀、
今
則
不
レ然
、
惣
牧
昌法
界
一爲
昌
一
縁
起
一故
云
レ大
也
、
叉
帥

一
縁
起
具
己多
義
門
贈、
全
同
昌法
界
一.即

、

大
縁
起
、
不
レ同
琶三
乗
但
明
昌因
縁
生
法
無
性
一而
己

と
説
き
叉
圓
畳
脛
大
鋤

に
は

.

,

同

一
縁
起
者
、
全
昌法
界
幡之
縁
、
非
下法
界

上
別
有
昌因
縁
葡

起
占故
、
若
理
事

一
切
皆
同

一
膿
而
縁
起
也

と
あ
り
、
前

に
も
引
用
し
た
如
く
決

し
て
法
界
と
別
の
外
縁
が

あ

つ

て

之
を
牽
く
の
を
待

つ
必
要
は
な

い
の
で
あ

る
。
そ
し

て
五
敏
章
纂
繹
は
此

の
文
を
引

い
て
更

に

別
有
二因
縁
一者
㍗
簡
昌終
敏
無
明
縁
起
一歎
、
彼
敏
意
許
下法
性
之
外
、
別
有
農無
明
"而
來
合
昌法
性
　可
甲蕪
動
上故

か
く
て
法
界
縁
起
に
あ

つ
て
は
法
界
全
膿
が
縁
起
を
な
す

の
で
其
中

の

ど

れ

が
因
ど
れ
が
縁
と
言

ふ
様
な
事
は
な

く
、

一
を
因
と
す
れ
ば
他

の

一
切
は
之
が
爲

に
縁
と
な

る
。

三
乗
の
縁
起

で
は
縁
は

一
鷹
他

の
者
と
考

へ
る
の
に
封

し
て
、
此
慮
で
は
た
と

へ
縁
を
籍

る
と
雌
畢
覧
同

叫
の
も
の
と
さ
れ

る
。
そ
れ
で
前
者

に
於
て
は
自
他
差
別
し
て
居

性

起

に
就

て

、

.

二

〇
)
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性

起

に
就

て

(
一
一
)

る
か
ら
縁
合
す
れ
ば
有
、
縁
散
す
れ
ば
室
と
言
ふ
様
に
生
滅
増
減
を
見
る
が
、
後
者
に
あ

つ
て
は

一
切
が
自

で
あ

る

か
ち

(
勿
論
さ
う
な
れ
ば
自
他

の
別
は
無
い
)
縁
合
す
れ
ど
も
有
な
ら
す
、
縁
散
す
れ
ど
も
塞
な
ら
す
と
言

へ
る
。

ψ

大

日
経

疏

に
も

以
レ是

言
レ之
、

因
亦

是

法
界

、
縁

亦

是
法
界

、

因
縁

所
生

法
亦

是

法
界

、

(
演
奥

鋤

)
以

是
言

之
等

者
、

踊
ゾ前
起
レ後
、

一謂

諸
法

以
昌法
界

一爲

レ膿

、
離
一】法
界

膿

"無
呂諸

法

一故

、

因

・
縁

・
所
生

三

法̀
全
昌法
界

一成
レ膿
、

故

云
昌因
亦

是
等

一也

從

て
か

～
る
法
界

に
あ

つ
て
は
因

と
言

へ
ば

法
界

を

全

う
し

た
因

で
あ

り
、

縁

と
言

ふ
も
亦

法
界

を

全

う
し

た
縁

で

吻

る
。

三
乗

に
於
け

る
如

く
能

縁
起

、
所

縁
起

の
別
は
窮

局

的

に
は
存

し
な

い

の
で
あ

る
。

'
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し
か
し
以
上
は
た
と

へ
法
界
縁
起
事

々
無
磯
と
錐
矢
張
り
縁
起
の
分
齊
で
あ
る
、
未
だ
性
起

で
は
な

い
と
言
ふ
事

も
言

へ
る
。
若
し
眞
に
性
起
的
な
ら
ば

一
.即

一
切
等
と
言

ふ
事
も
無
く
な

つ
て
了

ふ
。
け
れ
ど
も
亦
然
ら
ば
性
起

に

あ

つ
で

は

一
は

一
切
で
は
な

い
の
か
と
言
ふ
と
之
亦
さ
う

で
は
な
い
。
宛
も

三
乗

の
縁
起
に
於

て
は
縁
集
れ
ば
有
、

ψ
・

縁
散
す
れ
ば
塞

で
あ

る
が
、
之
に
封
し

て

一
乗
の
縁
起

で
は
縁
合
し
て
有
な
ら
す
、
縁
散
じ
て
塞
な
ら
す
と
言

つ
た

の
に
封
し
て
、
然
ら
ば

一
乗

の
縁
起

で
は
縁

の
集
散

は
不
要
か
と
考

へ
る
の
乏
同
然

で
あ

つ
て
、

一
乗
の
縁
起

に
於

て
も
何
も
縁

の
集
散
が
不
要
な
繹

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
元
來
牲
起
の
法
は
遮

那
佛
自
境
界
の
法
で
あ

つ
て
所
謂
不



覧與
レ境
相
鷹
一、
從

て
叉
若
霰
レ智
即
不
レ論

縁

起
騨底
の
法
で
あ

る
。

し
か
し
之
を
読
く
以
上
は
こ
れ
は
因
人
の
機
縁
に

封
し
て
言
説
を
以

て
読
く
の
で
あ

る
か
ら
必
然
的
に
縁
起
と
な

る
。
性
海
果
分

不
可
説

の
法
と
縁
起
因
分
可
読
の
法

と

は
か

、
る
關
係

に
あ

る
の
で
あ

る
。
故
に
五
教
章

で
も
不
可
説

で
あ
る
べ
き
筈

の
性
起
が
現
に
経
中

に
性
起
品
と

し
て
読
い
て
あ

る
の
は
云
何
と
の
問
を
設
け
、
、之
に
答

へ

て
、

あ

れ

は
因
に
約
し
て
形
封
し
て
読

い
た
の
み
で
あ

る
。
即
ち
果
は
因
を
麓

つ
て
始
め

て
果

で
あ
り
、
因
は
叉
果
を
全
う
し

て
因
な
る
を
得

る
と
言
ふ
華
嚴

の
立
場
か
ら

因
を
全
う
せ
ん
が
爲
に
強
ひ
て
読

い
た
果

で
あ
る
と
言

ふ
。
此
鮎
は

叉
具
言
家
が
華
嚴
を
目
し
て
未
だ
究
覧
自
内
謹

の
立
場
に
非
す
、
縁
起
遮
情

の
分
齊
で
あ
る
と
す

る
所
以

で
み

る
が
、
そ
れ
ば
兎
も
角
と
し

て
か
く
元
來
不
可
読

の

果
分

の
法
を
因
分
縁
起
の
言
読
に
の
せ
る
の
で
あ
る
が
ら
そ
こ
に
言
ひ
切
れ
な

い
黙
が
残
る
も
亦
巳
む
を
得
な

い
。

本
経
十
住
品
に

、

噺

欲
軍具
演
昌読

一
句
法
一、
阿
僑
祇
劫
無
レ有
レ鑑

と
あ
る
が
こ
れ
は

一
句
の
法
と
錐
そ
れ
は
全
法
界
を
包
含
し
た

一
法
で
あ
る
以
上
、
之
を
完
全

に
読
く
爲

に
は
全
法

界
を
読
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

で
、
手
近
な
例
を
取

つ
て
見

て
叡
、

一
つ
の
塵
も
若
し
そ
れ
を
完
全
に
知

る
爲

に
は
そ
の
塵
が
無
機
物
な
ら
ば
そ
の
物
理
學
的
、
化
學
的
、
鑛
物
學
的
、
性
質
を
研
究

し
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
若
し

ゐ

あ

そ
れ
が
有
機
物
で
あ
れ
ば
更

に
動
植
物
學
的
、
生
物
學
的
性
質
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
從
て
之
等
性
質
を
知
る
爲
に

は
殆
ど
自
然
科
學

の
凡
て
の
分
野

に
渉

つ
て
の
知
識

を
要
す
る
事
に
な

る
。

こ
れ
は

一
塵

の
法
と
錐
縁
起
因
分
の
言

性

起

に
就

て

(
一
二
)
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性

起

に
就

て

(
一
三
)

読
を
以
て
し
て
は
畢
覧
不
可
読
で
あ
る
事
を
言

つ
た
も
の
で
あ

る
が
、
叉

」
方
縁
起
因
分
の
方
か
ら
見
れ
ば
果
分

の

法
を
表
す
の
に
は
、
例

へ
ば
迷
悟
不
二
と
か
染
澤
不
二
と
か
或
は
芥
子
須
彌
を
容

る
と
か
通
常

の
論
理
を
以
て
し

て

は
考

へ
得
ら
れ
な

い
表
現
法
を
用
ひ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
元
々
表
現
は
前
述
の
様

に
吾

々
が
日
常
生
活

の
便
宜
上
行

ふ
所
の
抽
象

・
固
定
と
言

つ
た
様
な
作
用
と
密
接
に
結
合
し

て
居

て
、
從
て
物
を
他
と
の
關
係
と
切
離
し
て
固
定
的

に
吾

々
の
生
活

に
直
接
關
係
の
あ
る
部
分

の
み
を
言
ひ
表
す
。
か

～
る
言
語
或
は
思
想
を
以
て
果
分

の
法
に
向

ふ
以

上
は
不
可
読
、
不
可
思
議
と
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
迷
悟

不
二
と
言

ふ
如
き
所
謂
矛
盾
を

立
言
す

る
よ
b
外

に
途
は
無

い
の
で
あ
る
。
叉
實
践
的
問
題

の
場
合
に
も
、
例

へ
ば
煩
櫛
と
菩
提
と
言

ふ
問
題
に
於

て
、
若
し
之
を

三
乗
の
縁
起

を
以

て
考

へ
る
な
ら
ば
ど
う
言

ふ
事

に
な

る
で
あ
ら
う

か
。
此
の

場
合
に

も
究
覧
の

立
場
は
煩
櫛
帥
菩
提
で
あ
る

が
、
此
の
句
を

三
乗
的
に
解
繹
す
る
と
吾
々
は
結
局
何
を
し
て
も
關
は
な
い
と
言

ふ
事

に
な
る
。
帥
ち

ジ

エ
ー

ム
メ

そ
　
　
　
り
　
た

の
言

ふ
所

の
道
徳
的
休

日
で
あ

つ
て
、
そ
の
休
日
た
る
意

は
普
段

の
日
に
は
務
め
に
出
て
決

つ
た
仕
事
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
が
休
日
な
ら
何

で
も
好
き
な
事
を
し
て
關
は
な
い
と

の
義

で
あ
ら
う
。
そ
し

て
彼
は
此

の
問
題
は
あ
ら
ゆ

る
種
類

の
汎
紳
論

に
つ
き
も

の
で
あ

る
と
言

ふ
。
佛
敏
が
汎
神
論

で
あ

る
か
否
か
は
こ
～
に
問
題
外
と
し
て
も
、
眞

言

の
本
有
家

・
修
生
家

の
相
違
が
亦
之
で
あ

つ
て
即
前
者
は
可
成
大
謄

に
此
の
事
を
許
す
の
で
あ
る
。
然

し
そ
れ
は

所
謂
悪
李
等
だ
と
言

つ
て
反
封
し
た
所
で
、
然
ら
ば
ひ
た
す
ら

に
煩
拶
を
断
じ
て
菩
提
を
欣
求
す
る
か
と
言
は
れ
る

り

と
之
も
亦
躊
躇

せ
ざ

る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
れ
で
は
明

に
小
乗
、
三
乗
に
止
る
事
を
意
味
す

る
。
從

つ
て
此
の
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勝
合

に
も
亦
煩
憶

は
捨
而
不
捨
た
る
風
き

で
み
る
と
言

ふ
事

に
な
る
。

か
く
て
理
論
的

に
も
實
蹟
的
に
も
三
乗
の
立

場

の
み
で
は
問
題
が
解
決
し
な
い
の
は
、
此
の
果
分

の
法
を
因
分

の
語
即
通
常

の
論
理
的
表
現
を
以

て
説
か
ん
と
す

る
事
は
言
は

ゴ
部
分
を
以
て
全
鐙
を
表
は
さ
ん
と
す
る
企
と
も
見
ら
れ
得
る
か
ら

で
あ

つ
て
、
そ
の
關
係

に
於
て
例

・

へ
ば
完
全
な

る
自
叙
傳
が
不
可
能

で
あ
る
の
と
同
様

で
は
な
か
ら
う
か
。

以
上
は
吾
々
の
思
想
或
は
言
語
の
不
完
全
と
言

ふ
清
極
的
の

一
面
で
あ
る
が
、
更

に
之
に
は
又
積
極
的

の
方
面
も

考

へ
.ら
れ

る
。

一
切
差
別
の
法
は
若
し
そ
れ
を
孤
立
的
、
固
定
的
に
法
界

に
於
け
る
あ
ら
ゆ

る
關
係
を
絶
ち
切
つ
て

考

へ
る
時
は
所
謂
隔
歴
不
融
三
乗

の
事
法

で
あ

る

が
、

同
時

に
色
心

一
切
の
事
々
物
々
は
法
身
如
來
の
性
徳

で
あ

る
。
本
経
ス
法
界
品

に

如
レ是
華
藏
世
界
中
、
無
レ問
昌若
山
若
河
乃
至
樹
林
塵
毛
等
庭
一、

一
一
無
レ
不
下皆
是
稚
眞
如
法
界
具
嘩無
邊
徳
義

帥
眞
理
は
無
蓋
法
を
具
す
る
故

に
、
そ
の
眞
如
が
全
現
し
た

一
事
の
當
膣
も
自
ら
亦
無
書

の
法
界
を
具
す
る
と
言

ふ

の
で
あ

る
。
隔
歴
不
融

の
事
た
る
限
り
に
於
て
は
、
山
は
山
に
し
て
河

に
非
す
、
河
は
河
に
し
て
山
に
非
す
、
色
は

色

、
心
は
心
以
外

の
何
物

で
も
な
い
。
華
…嚴
問
答

に

約
昌
一
色
"中
、
五
尺
義
蕩
、
此
無
擬
義
理
等
、
若
正
観
中
、

-
五
尺
義
理
、
無
磯
義
事
亦
得
、
此
反
亦
得

と
あ

る
が
、
三
乗
の
立
場

で
は
た
と

へ
事
帥
ち
現
象

の
本
膿
は

一
味
李
等

の
箕
如
で
あ
り
、
そ
の
眞
如

の
随
線
し
た

の
が
箇

々
差
別
の
事
で
あ
る
と
言

つ
て
理
事
無
擬
を
読
い
て
は
居
る
が
、
省
未
だ
そ
こ
に
理
事
二
義

の
別
が
存
す
る

性
,記
〔
に
就
'
て

(
一
四
)
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性

起

に
就

て

"

(
一
五
)

事
は
五
敏
章
纂
繹
等
も
指
摘
す
る
所
で
あ
る
。
叉
起
信
論

に
如
來
は
無
量

の
性
功
徳
を
具
す
る
と
あ
る
が
、
そ
れ
は

如
來
に
色
心
法
自
相
差
別
が
あ

る
と
言

ふ
の
で
は
な

く

(
論
、
封
治
邪
執
、
人
我
見
第

三
の
文
)
こ
れ
は
義
記
其
他

に
も
澤
す
る
如
く
衆
生
恒
沙
の
染
法

に
反
封
し

て
浮
徳
の
差
別
を
読
く
の
で
、
全
く
浮
は
染

に
よ
る
の
意
を
示
す
。

例

へ
ば
元
曉
撰
起
信
論

別
記
に

問
、
此
本
畳
性
、
爲
ヨ當
通
爲
昌染
澤
因
性
噸、
爲
昌當
但
是
諸
浄
法
性
一、
若
言
島但
是
浄
注
因
一者
、

何
故
経
云
、
如
來

藏
者
、
是
不
善
因
、
乃
至
廣
読
、
若
き
P
通
作
'染

浮
性
一者
、
何
故
唯
読
へ具
足
性
功
徳
一、

不
レ読
h
ハ足
染
浮
患
一耶

答
、
此
理
通
與
昌染
浄
一作
レ性
、
是
故
唯
説
昌性
具
徳
"、
是
義
云
何
、
以
鍾

離

澤̀
性
一故
、

能
随
レ縁
作
縞諸
染
法
一、
叉

離
昌染
性
幡故
、
能
随
レ縁
作
昌諸
浮
法
一、
以
蟹能
作
昌染
澤
法
一故
、
通
爲
昌染
澤
性
騨、
由
レ離
二染
浮
性
一故
、
唯
是
性
功
徳
、

何
以
故
、
得
レ離
昌染
澤
性
輔、
乃
成
昌諸
功
徳
一故
、
取
昌著
染
浮
性
一、
皆
是
妄

想
故

'

か
ぐ
て
性

功
徳
と
は
性

に
定
.で
染
浮

の
こ
性
を
具
す
る
と
言

ふ
の
で
は
な
く
、
從

っ
て
叉
か

～
る
差
別
の
事
性
を
以

て
法
界
を
表
し
或
は
そ
れ
に
於

て
法
界
を
見
る
こ
と
も
出
來
な

い
。

そ
れ
で
塞
無
自
性
と
言

ふ
様
な
否
定
的
方
面
が

強
調
さ
れ
、
實
践
的

に
も
此
の
傾
が
多
く
な
る
の
で
あ
ら
う
。
之
に
反
し
て
華
嚴
で
は
前

に
圭
と
し
て
縁
起
に
就
て

見

た
観

法
を
更

に
廣
く
色

心
、
理
事
等

一
切
に
適
用
す

る
。
帥
、
華
嚴

問
答
に

問
、
三
乗
事
理
、
普
法
事
理
云
何
別

鍍
口
、
三
乗
中
事
者
、
心
縁
色
磯
等
、
理
者
革
等
眞
如
、
…
:
:
:
、
普
怯
沖
事
理
者
、
理
即
事
事
・即
理
、
理
中
事
事
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中

理
.
即

中

中
恣

、
錐

事̀
理

不
丁滲
而

冥
無

二
随
レ言

全
鑑

、

全
鑑

而
全

不
釜

、

如
・理
事

・事

理

亦

爾

、

以
・心

言三

切

法
而
無
γ非
ゾ
心
、

以
γ色
言

一
切

法
而
無
レ非
"色

.

と
あ

る
如

く

に
、
華

嚴

の
法
界

に
於

て
は
、
、
心
を
離

れ

た
色

、
色

と
無

關
係

な

心
と
言

ふ
様

な

も

の
は
考

へ
ら

れ
な

い
。
色

と

言

へ
ば

一
切
が

色

で
あ

り
、

心
と

言

へ
ば

一
切

が

心

で
あ

る
、
事

と
言

ふ
も

そ

れ
は

理

を

全
う

し
た

事

で

あ

り
、

逆

に
理

は
亦

事
中

の
理

で
あ

る
。

叉
前

に
引

い
た
華

嚴
問

答

の
中

に
、

三
乗

で
は
例

へ
ば

五
尺

と
言

ふ
様

な

こ
と

は
事

で
あ

り
無

磯

と
言

ふ
様

な

二
と
は

理

で
あ

る
が

、

一
乗

で
は

五
尺

の
方

が
理

で
無

磯
が

反

つ
て
事

で
あ

つ

ら

て
も

差
支
無

い
と
言

ふ
意

が
述

べ
ら

れ

て
あ

る
が
、

元

來
理
事

と

は
普
賢

行
願

品

疏

に
も

膿

絶
畠有

無
一、
相

非
昌生

滅
一、
莫
レ尋
昌共

始
口、
寧
見

『中
邊

、

迷
レ之
則

生

死
無

窮
、

解
レ之
則
廓

爾
大

悟
、

諸
佛
謹
レ此
、

妙

畳
圓

明

、
現
成

昌菩

提

}、
爲

γ物
開

示
、

不
レ知
何

以
名

目
、

強
分

昌理
事

二
門

一

と
あ

る
檬

に
強
び

て
名

目
を

分

つ
た
も

の
に
過
な

い
。

又
眞
妄

に
就

て
も
起

信
論

義
記

に
唯

眞

不
レ
生

軍
妄

不
γ
成

と

あ

る
が
、

之

等

は
皆

法
界

に
於

て

は
事

存
物

々
互

に
密

接

不
離
な

る
關
係

に
あ

り
、

一
法

と
し

て

情
所

謂

の
如

く
濁

立
固
定

的
な

も

の
は
無

く

必
具
昌
一
切
一
方
是

一
な

る
旨
を

明
す

も

の
で
、

か
く
、て
色

は

心

に

入
り

心
は
色

に
入
り
、

一
は

輔
切

に
入
り

一
切
は

一
に
入

つ
て
事

々
無

磯
な

る
を
得

る

の
で
あ

る
。

五
敏
章

に

司

周
塵
中

皆

具
昌足
法

界

一
切
差

別
事

一、
因
陀

羅
微

細

成
就

、
陣

】
一
事

起
一皆

悉
如
レ是

、

三
乗
等

帥

不
レ爾
、
但

可
ソ

読
}輔即

塞
即

眞

如
等

一故

、

不
レ同
レ此
也

性

起

に

就

ア、

(
一
六
)
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性
起

に
就

て

(
凶
七
)

叉
遊
心
法
界
記
に
は

夫
言
レ
一
者
、
必
具
】
一
切
一方
是

一
也
、
若
不
γ具
昌
一
切
一.即
不
昌是

一
崩、

一
切
亦
爾

以
上
は
差
別
の
事

噌
般

に
就
て
の
こ
と

で
あ

る
が
、
之
を
言
語
或
は
思
想
に
局
つ
て
見

る
と
、

ご
即

一
切
等
も
成

程

一
面
か
ら
す
れ
ば
前
の
迷
悟
不

二
等
と
同
檬

に
矛
盾
の
立
言

で
そ
の
限
り
に
於
て
遮
情

で
あ

る
が
、
更

に

一
一
塵

中
見
・法
界
・
(
新
脛
、
華
・藏
品
》
と
言

ふ
様
な

性
徳

の
表
現
と
も
考

へ
略
れ
る
。
從

つ
て
豊
・に
口
欲
・辮
僻
喪
、
心
將
・

縁
而
慮
亡

の
み
に
止
ら
す
更

に
能
詮
之
言
帥
是
所
詮
之
法
界
で

あ

り
、
言
以
外
何
有
レ
法
と
な
る
。
遊
心
法
界
記
に

も
語
帥
如
と
あ

る
。
叉
十
玄
門
中

の
第
十
託
事
顯
法
生
解
門

(
新
十
玄
は
第
八
)
を
探
玄
記
に

見
昌此
華
葉
一即
是
見
昌於
無
蓋
法
界
一、
非
欝是
託
レ此
別
有
昌所
表
一

と
言
ひ
、
五
教
章

に
は

三
乗
託
昌異
事
相
表

昌顯
異
理
一、
今
此

「
乗
所
託
之
事
相
帥
是
彼
所
顯
之
道
理
、
更
無
レ異
也

此
慮

に
異
事
相

云
云
は
法
華
経
法
師
品
を
指
す

の
で
、
彼
品

に

善
男
子
善
女
人
、

入
鵡如
來
室
一、
著
昌如
來
衣
一、
坐
鵬如
來
座
一、
爾
鷹
雫爲
昌四
衆
一廣
説
嘩斯
経
轟、
如
來
室
者
、

一
切
衆

ノ

生
中
大
慈
悲
心
是
、
如
來
衣
者
柔
和
忍
辱
心
是
、
如
來
座
者
、

一
切
法
空
是

と
あ

つ
て
、
衣
は
怨
辱
を
室
は
慈
悲
を
座
は
塞
を
表
す
も
、
能
顯

の
事
と
所
顯

の
理
と
の
關
係
は
必
す
し
も
必
然
的

で
は
な
か
。
し
か
る
に
託
事
顯
法
生
解
潤

に
於

て
は
、
眞
理
が
無
盤

の
法
を
具
す
る
に
從

つ
て
そ
の
眞
理
全
現
の
事
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法
は
亦
無
審
の
法
界
を
具

す

と
言
ふ

の

で
、
能
顯
所
顯

の
關
係
は
前
の
記
號
的
な
の
に
樹
し
て
寧
ろ
象
徴
的
で
あ

る
。
か
く
て
事
相
に
は
塞
、
無
常
と
言

ふ
様
な
否
定
的
方
面
と
共
に
か

～
る
象
徴
と
も
言
ふ
べ
き
方
面
も
考

へ
ら
れ

る
繹

で
あ

る
。

、

訂

＼

性

起

に

就

て

(
一
八
)


